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村井純 インターネット文明 岩波新書、2024.9.24         メモ：20250727 加本 
課題： 
１．「人的資本の大量破壊」――。＜日経新聞、20250715 より＞ 
米ニューヨーク大学のジョナサン・ハイト教授が憂えていたのは、若い世代の前途だ。子供時代の根幹
をなすものが 10 年ごろを境に「遊び」から「スマートフォン」に移行し、精神疾患や自傷・自殺の増
加のみならず、思考力や洞察力の低下も招いたと訴える。子供が 14 歳になるまではスマホを持たせず、
16 歳になるまでは SNSを禁じる。両者を認める年齢に達しても、学校では使わせない。米国の未来を
託す若い世代の劣化を防ぐには、政府や企業、教育機関に加え、親自身の対応も欠かせないとハイト氏
は語る。 
 
１－１．オーストラリアの子ども向け SNS禁止措置、＜ChatGPT＞ 
オーストラリアでは、2024年に成立した改正「オンライン安全法」により、16歳未満の子どもの SNS
利用が原則禁止されることになった。対象は Facebook、Instagram、TikTok、X（旧 Twitter）など主要
SNSで、2025 年 12月から施行予定。 
背景には、精神疾患や自傷行為の増加など、子どもの心身の健全な発達への懸念がある。違反した場
合、プラットフォームに最大約 50 億円の罰金が科される一方で、子どもや保護者には罰則はない。年
齢確認技術の導入が義務づけられ、顔認証や身分証による確認が検討されている。ただし、技術的な実
効性や表現の自由への影響をめぐり、国内外で議論が続いている。この措置は世界初の試みとされ、欧
州など他国でも注目されている。 
 
１－２．コンピュータゲームと暴力性に関する見解、＜ChatGPT＞ 
シューティングゲームなど暴力的なゲームが「暴力的性格を作る」という説は根強いが、科学的には明
確な因果関係は確認されていないというのが現在の主流見解である。確かに、一時的に攻撃性や感情の
鈍化が見られる場合はあるが、長期的に性格が暴力的になる証拠は乏しいとされる。むしろ、個人の性
格や育った環境、社会的ストレスなどの要因が大きく影響すると考えられている。したがって、ゲーム
そのものよりも、周囲の教育や社会環境が重要であるといえる。 
 
２．SNSとマスメディアの情報の違いと政治的見解の分極化、＜ChatGPT＞ 
SNSは即時性と双方向性に優れ、個人の共感や感情に訴える情報が拡散しやすい媒体である。一方、マ
スメディアは比較的中立的で一方向的な情報提供が中心であり、全体としてのバランスを重視する傾向
がある。この違いにより、有権者の情報受容のあり方が分かれ、政治的見解の分極化が進んでいる。 
例：2024年の兵庫県知事選、斎藤元彦氏。東京都知事選、石丸伸二氏 
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継続の話題。 
「文学が特別の意味を持った時代は終わった」の意味とその反論 
1. 柄谷行人（からたに こうじん）の「文学の終焉」論とは ＜ChatGPT＞ 
柄谷行人が「文学が特別の意味を持った時代は終わった」と述べたのは、文学そのものの消滅を意味す
るのではなく、かつて文学が担っていた思想的・社会的・精神的な役割が終焉を迎えたという意味であ
る。近代文学は、宗教や哲学の代わりに人間の内面や社会制度に向き合う場であったが、現代ではその
役割は他のメディアや学問、社会運動に移行したとされる。 
2. 現代文学の繁栄とその意義 
一方で、芥川賞、直木賞、本屋大賞などの文学賞は健在であり、多くの読者が小説を楽しんでいる。女
性作家や若年層の活躍も目覚ましく、読書層も拡大している。これは文学の多様性と文化的価値の高さ
を示している。文学が「終わった」と言うには不自然に思える。 
3. 両者の視点の違い 
柄谷の主張は、文学が「社会や思想を動かす中心的存在」だったという特権的な役割の終焉を指す。一
方、現在の文学は、娯楽や共感、癒しの場として多くの人に支持されており、量的には拡大している。
つまり、「文学の意味」をどこに置くかによって評価が分かれる。 
4. 結論 
現代文学は終わったのではなく、かつてとは異なるかたちで生き続けている。柄谷行人の言う「終焉」
は、文学の思想的中核としての役割の終わりであり、現在のような多様な読書・創作の営みとは共存し
うる。文学の意味は一つではなく、時代とともに変化していく。 
 
 
次回推薦図書： 
柯隆 中国不動産バブル 、文春新書、 2024.4.19 
鶴見太郎 ユダヤ人の歴史、中公新書、2025.1.22 
 
 


